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概要

SON（Self-organizing networks） は、
LTE が広まり始めた 2010 年頃に始まりま
した。エリクソンの SON に対するハイブリッ
ドアプローチは、SON ユースケースの最も
有益な場所への適用を可能にし、運用コ
ストの削減と顧客体験の向上をもたらしま
す。しかしCSON（centralized SON）ソリュー
ションの採用は、期待されたほど多くあり
ませんでした。

通信事業者は、ネットワークのパラメー
タ変更の管理を続けたいと考えており、ネッ
トワーク運用におけるパラメータの変更に
対応するために、すでに多くの成熟したソ
リューションを使っていました。5G の導入
と、様々なアーキテクチャー（専用 RAN
とクラウド RAN ／オープン RAN）により、

ネットワーク管理の複雑さは増大し続け、
RAN 自動化が不可欠となりました。

インテリジェントなエコ システムは、 
n o n - R T  R I C （n o n - r e a l - t i m e  r a d i o 
intelligent controller） お よ び AI ／ ML

（ar t i f ic ia l  inte l l igence ／ machine 
learning） 機 能 の 導 入 と組 み 合 わ せた
S M O （ s e r v i c e  m a n a g e m e n t  a n d 
orchestration）アーキテクチャーにより実
現します。これらすべてを利用可能な SDK

（software development kit）と組み合わせ
ることで、CSON ソリューションを SMO プ
ラットフォーム上の自動化アプリケーション
に進化させ改善するための新しい可能性
が開かれます。これらは rApps と呼ばれま
す。

このガイドでは、SON の背景や市場開
発など、集中型の自動化に焦点を当てて
います。マルチベンダーおよびマルチテク
ノロジー環境における事業者の主要課題
を検証し、non-RT RIC を導入して SMO プ
ラットフォームの機能を活用することで、集
中型自動化がこれらの課題をどのように克
服するかを概説します。最後に、イノベー
ションと集中型 RAN 自動化のためのオー
プン環境への移行に向けた、新しいエリク
ソン製品のご提案について説明します。
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CSONの背景

S O N は  2 0 0 8年に  N G M N  （N e x t   
Generation Mobile Networks）アライアン
スによって定義され、LTE RAN ネットワー
クの自己設定、自己最適化、および自己
修復のために、3GPP のリリース 8 で標準
化されました。

近年、さらなる SON の推進力としてサ
ステナビリティへの関心が高まっています。

SON 機能は、ネットワーク内のさまざ
まな階層に配置できます。eNodeB レベル
で埋め込まれた DSON（distributed SON）
機能や、ネットワーク管理レベルで配置さ
れ、eNodeB のネットワーク全体を管理す
る CSON 機能があります。両方のレベル
の機能と、コーディネーターおよびオーケ
ストレーターとして稼働する CSON 機能を
備えたハイブリッド SON アプローチも可能
です。

ネットワークにおける SON 機能の開発
のための重要な考慮事項は、決定ループ

時間スケールを評価する必要性です。この
タイムスケールは、適切な意思決定と検
証を行うために十分なデータを時間内に
平均化する必要性と、変更の実行に要す
る時間によって決まります。

ゼロタッチ 1 の重要な原則は、手動と
自動の両方の意思決定のための安定した
条件を確保するために、様々な意思決定
ループを維持することです。安定性を重視
して作業量を減らすには、ネットワーク全
体で一貫した構成を維持することが重要で
す。これらの決定ループは、ネットワーク
管理に必要なすべての主要なアクティビ
ティを表現できる必要があります。概して
ゼロタッチネットワーク管理は、自動化と
AI のおかげで各制御ループの労力を削減
し、将来のネットワーク管理の労力を全体
としてゼロに近づけることができます。

最速の決定ループは、スマートノードと
呼ばれる、SON 機能がノードの不可欠な
部分であるネットワークノード自体で実行
されます。スマートノードは主に自己設定
とトラフィック制御にフォーカスしていま
す。MRO（mobility robustness） は、
DSON 機能の一例です。

CSON 機能は通常、数分、数時間、数
日、さらには数週間に至る、非リアルタイ
ム決定ループを必要とするアクションを処
理します。CSON 機能は、主にネットワー
ク全体での自己最適化、自己設定、自己
修復用で、理想的にはマルチテクノロジー
およびマルチベンダー環境をサポートする

自 動 化 と 制 御 を 提 供 し ま す。CCO
（Coverage and Capacity Optimization）

は、CSON 機能の一例です。
LightCounting2 の 報 告 によると、LTE

の 普 及 に 伴 い、 多くの 通 信 事 業 者 が、
eNodeB の ネットワー ク全 体 を管 理し、
DSON と CSON の機能を集中的に調整す
るため、OSS（operational support systems）
レイヤに位置するCSON を追加しています。
これが、今日の CSON エコシステムを構
築するきっかけとなりました。

RAN ベンダー、SON スペシャリスト、
OSS ／ BSS プレイヤー、試験／測定会社
など、数十社のベンダーから始まりました
が、現在は縮小し、約 10 社のプレイヤー
が活動しています。初期の CSON 市場は、
複雑で独自仕様であったので、すべての
通信事業者が CSON ソリューションを導入
したわけではなく、ソフトウェアとサービス
の売上が大幅に増加することはありません
でした。CSON の採用が一部の通信事業
者に限られた理由には、社内でのソリュー
ションの構築、サービス会社へのアウト
ソーシングやプラットフォームの複雑さが
露見したこと、マルチベンダー機能の欠如、
多くの SON の独自仕様による、SON アプ
リケーションの操作性の悪さなどがありま
す。

図1:的確な場所での自動化

1 今後の運営:ゼロタッチ操作の実現（エリクソン）
2 LightCountingネットワーク自動化：SON-RICレポート（2020年10月）

• 的確な場所で実行
• 最適な効率と性能を確保

ネットワークベンチマークと
進化、AI／ML LCM（life-cycle 
management）、ソフトウェアアップグ
レード
オーケストレーション、最適化、プログ
ラマビリティ、組み込みAI LCM

ハンドオーバーの決定、サービス品
質、デュアル接続性制御、スペクトル
負荷分散
ビームフォーミング、スケジューリン
グ、調整マルチポイント、高速スペクト
ル管理

•  ネットワーク全体
•  複雑な決定
•  開ループまたは閉ループ

動作

集中型自動化

• ローカル
• 大量の意思決定
• 全自動

分散型自動化

最初のSONドライバーは次のとおり
です。
• 反復プロセスの自動化
• ランタイム運用の向上
• ユーザ体験とネットワーク性能の

向上
• 運用コスト、設備投資、RANネット

ワーク管理の複雑さの低減

https://www.ericsson.com/en/network-operations
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マルチベンダー／マルチテクノロ
ジー環境における通信事業者の
主要課題

組み込みのインテリジェンスとドメイン
の専門知識を備えたソフトウェアアプリケー
ションは、ネットワーク運用の自動化のニー
ズに対応するための鍵となります。2G およ
び 3G ネットワークは撤収が進んでいます
が、5G ネットワークの展開によって、運用
の複雑さは増しています。自動化がその答
であり、それは運用コストと持続可能性も
改善します。

今日、自動化プラットフォームとアプリ
ケーションは緊密に連携していることが多
く、プラットフォームベンダーはアプリケー
ションベンダーでもあります。通常、異な
る RAN ベンダーのノードは、異なるプラッ
トフォームおよびアプリケーションによって
最適化されます。これにより、複雑さが増し、
運用コストが増加し、データ処理と保存の
効率性が低下します。

これとは対照的に、単一のプラットフォー
ムとアプリケーションベンダーを採用する
通信事業者は、固定化と依存性の増大を
もたらし、柔軟性とベンダーの多様性が損
なわれます。最適化アプリケーションベン
ダーの入れ替えには、プラットフォームとア
プリケーションの両方を交換する高いコス
トがかかります。

開放性
集中型自動化ソリューションには開放性

が不可欠です。通信事業者は、最適化や
設定のために独自のアルゴリズムを使用し

図2:マルチテクノロジー／マルチベンダーRAN向けのエリクソンインテリジェントオートメーションプラットフォームのSMOアーキテ
クチャーの主要構成要素
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たいと考えているため、SDK の可用性が鍵
となります。

共通の標準化されたインタフェースを持
つオープンな RAN テクノロジーは、マルチ
ベンダーネットワークにおける集中型自動
化ソリューションの展開を容易にする可能
性を提供します。また、A1、O1、O2 イン
タフェースを使用して、すべての標準準拠
ベンダーネットワークに単一の CSON ソ
リューションを展開できます。SMO non-RT-
RIC との間に提案されたオープン R1 インタ
フェースにより、必要に応じて複数の SMO
ベンダープラットフォームに rApp を展開で
きます。

通信事業者には、ネットワーク性能と顧
客体験を最適化する独自のソリューション
を開発してきた実績があります。rApp SDK
を利用することで、通信事業者は自社の独
自技術を使ってネットワークを最適化し、
競合しない通信事業者に自社の rApp を販
売できるようになります。

OSSii
成功を収めた OSSii（Operations Support 

Systems interoperability initiative） は、 異
なる OSS ベンダー機器間での OSS の相互
運用性を促進するために、2013 年 5 月に
始まりました。

OSS システム間の相互運用性を簡素化
し、コストを削減し、5G の市場投入時間
を短縮します。OSSii はまた、マルチベンダー

通信事業者の OSS システムの統合機能を
簡素化し、自律技術の使用を最大化します。 

現 在 、  FCAPS（fault、configuration、
accounting、performance and security） の
ノースバウンドインタフェースは、OSSii チャ
ネ ル を 通 じ て ENM（Ericsson Network 
Manager）に公開されており、SON エコシ
ステムのソリューションプロバイダーが、ソ
リューションの開発に必要な情報を確実に
取得できるようになっています。

SONエコシステムに対するOSSiiのメリッ
トは以下の通りです。
• エリクソンと ISV（independent software 

vendors：独立系ソフトウェアベンダー）
間の通信チャネルの確立

• エリクソンが仕様と高度な変更通知に関
して直接 ISV をサポート

• マルチベンダーソリューションのサポート

クラウドインフラ
管理

インテリジェントオートメーションプ
ラットフォームは、エリクソンの新しい
SMOエンティティです。これには、イン
テリジェントなRANオートメーション
の一部として、無線ネットワークアプ
リケーションを実行するnon-RT-RIC 

（rApps）が含まれています。



自己修復
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集中型自動化がSMO non-RT RIC
を活用

複雑性の増大と新たなビジネスチャン
スのバランスが取れたことで、一般的な自
動化、特にネットワーク全体にわたる集中
型自動化の重要性と利用機会が高まって
います。これを、開放的なマルチベンダー
プリケーションとユースケースに対する要
求の高まりに結びつけると、現在の SON
仕様が十分でないことがわかります。

SON 3GPP 標準に準拠しない新しい自
動化ユースケースがあります。多くの自動
化アルゴリズムがロードされたネットワー
クでポリシーを設定し管理する方法は、
ネットワークの全体的な自動化レベルを示
す上で重要な役割を果たします。大量の
データを柔軟に取り扱い、将来の変化を
予測するには、これらのアルゴリズムに増
大する AI および ML のニーズを加える必
要があります。これをエリクソンでは、「イ
ンテリジェント RAN オートメーション」と
呼んでいます。

エリクソンは SON のオリジナルの定義を
支持していますが、重要な産業の新分野
に対応するため、SON を拡張する必要が
あると見ています。

クラウド RAN とオープン RAN を自動

化する、新たな O-RAN アライアンスのイ
ンタフェースを活用するネットワークと、
既存のマルチベンダーの専用 RAN の両方
に対し、これらの集中型自動化機能を進
展させるための手段として、non-RT RIC
を 含 む オ ープ ン RAN SMO ア ー キ テ ク
チャーを活用することを決定しました。

SMO は、 自 動 化 アプリケ ー ション、
rApps 向けの標準化プラットフォームを提
供します。 共 通 の non-RT RIC プラット
フォームにおいて、独自の SON アプリケー
ションとプラットフォームを進 化させて
SON rApps（ 最 終 的 に は 標 準 ベ ースの
SON Apps）として開示できれば、世界規
模で SON の採用が広がるでしょう。

最上位に、エリクソンインテリジェント
オートメーションプラットフォーム 3 などの、
オープンで標準化されたインタフェースを
備えた共通の自動化プラットフォームが必
要です。このプラットフォームは、様々な
プロバイダーの様々なエレメント管理シス
テムおよび最適化アプリケーションと相互
に作用する必要があります。これはネット
ワーク全体またはネットワークの個々の部
分の両方に機能を提供できます。 

共通のプラットフォームはクラウドネイ
ティブでスケーラブルでなければならず、
地理的境界あるいはベンダー機器別の影
響を排除し、通信事業者のメンテナンスコ
ストを低減し、特定のプロバイダーへの固
定化を回避するのに役立ちます。

CSON に対する閉鎖的または独自のア
プローチは、アプリケーションエコシステ
ムの構築を促すことはなく、通信事業者に
困難をもたらしました。

異なるプラットフォームに置かれた複数
の最適化機能を調整するには、多大な労
力とコストが必要です。さらに開発および
統合作業は、通信事業者のネットワーク
に存在する特定のプラットフォームおよび
機能に合わせてカスタマイズする必要があ
ります。このシナリオでは、新しい機能が
自動化セットに追加されると、調整作業が
指数関数的に増加します。しかしオープン
プラットフォームで最適化 rApp をホスティ
ングしていれば、rApp の動作はプラット
フォームの中央から調整できるため、増え
続ける一連の自動化を継続することがは
るかに容易になります。

図3: エリクソンインテリジェントRANオートメーションが3GPP SONを超える

3 インテリジェントオートメーションプラットフォーム（エリクソン）

3GPP SON 新しい需要
• 複雑さの増大
• 仮想化環境と物理環境の混合
• 高度なアンテナシステム
• ネットワーク密度の上昇
• 新たなビジネス機会
• ネットワークスライス
• マルチテナント
• 専用ネットワーク
• マルチベンダーサポートとオープン

性に対するニーズの高まり

インテリジェントなRAN自動化 メリット
• 幅広いユースケースに対応
• 市場投入期間の短縮
• 高い適応性
• オープンスタンダード準拠
• AI／MLへの準備自己最適化

自己設定

ネットワークの進化

ネットワーク
最適化

オートメーションとAI基盤

ネットワーク
展開

ネットワーク
の修復

https://www.ericsson.com/en/ran/intelligent-ran-automation/intelligent-automation-platform
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集中型自動化機能の連携

共通 SMO プラットフォームの主な利点の
一つは、競合する可能性のある rApp の優
先順位と階層を管理および調整できること
です。
•  場所／時間ベースの優先順位付け：時

間またはエリアに基づいて CSON 機能を
調整します。たとえば影響を受けるエリ
アで機能停止が発生した際、機能停止
の間一つの rApp が優先されます。

•  競合管理：rApp 間の潜在的な競合を特
定します。たとえば、同じネットワークノー
ドに同じ時間帯に対し、相反する変更を
提案する二つの rApps は回避されます。

•  優先順位管理：rApp の変更の優先順位
を設定します。優先順位リストは、優先
順位が適用される rApps および時間枠に
対して定義されます。

•  スケジュールされた変更管理／事前スケ
ジュールされた変更管理：性能の向上を
最大化し、性能の低下を回避するために、
変更を順にスケジューリングします。

•   リソース管理：同じノードに対して異なる
rApp から周期的に変更が行われないよ
うにします。
マルチベンダー最適化アプリケーション

を作成するアプリケーションプロバイダーに
とって、専用 RAN の OSSii などの契約は、
既存の RAN ネットワーク内の独自のベン

ダーインタフェースに関する情報の共有を
可能にするため、有益です。しかし、すべ
ての既存ベンダーが OSSii に参加している
わけではありません。ベンダーは、より複
雑な最適化機能を構築するために追加情
報を交換する必要があります。この機能を
構築するには、様々な機器ベンダーが実
装している無線リソース管理技術を深く理
解する必要があります。

O-RAN アライアンスインタフェースの採
用と標準化により、ノードに特定のインタ
フェース（O1、O2、A1）が装備され、最
適化アプリケーションプロバイダーが業界
仕様を利用したマルチベンダー機能を構築
できるようになるため、相互運用性試験は
最小限に抑えられます。

SDK は自動化改革を加速することがで
きますが、強固な業界経験の基盤の上に
構築する必要があります。 エリクソンイン
テリジェントオートメーションプラットフォー
ム SDK などのプラットフォーム SDK は、
開発・統合用の API セットよりもはるかに
大規模です。SDK は開発者に対し、開発
から生産に至るまで、最も効果的な方法
で、アプリケーションを構築し、各段階に
投入するために必要なすべての機能を提
供しなければなりません 4。

図4: エリクソンインテリジェントオートメーションプラットフォームの利点による集中型自動化

4 エリクソンインテリジェントエコシステムガイド

拡張性の向上を超える
• エリクソン全体のすべての自動化機

能を一つのプラットフォームに統合
• マルチMNSのサポート

柔軟性と革新性
• オープンAPIと拡張SDK機能
• エコシステムによりCSON rAppの開

発が可能
• プロトタイピングおよび製品化に要

する時間を短縮

拡張機能
• 様々なrApps間のRANパラメータ競

合を防止するための、CSON機能の
集中型ポリシー制御および統制の調
整

• 内蔵ML／AI機能

アーキテクチャー技術の進化
• クラウドネイティブで、将来にわたっ

て利用できるマイクロサービスベー
スのプラットフォーム

• 標準インタフェースに基づく組み込
みの専用RANに対するシームレスな
マルチベンダーサポート

共通SMOプラットフォームの主な利点
は、ネットワークに対する動作を統制お
よび調整できることです。

https://www.ericsson.com/496365/assets/local/core-network/doc/intelligent-ecosystems-guide.pdf
https://www.ericsson.com/496365/assets/local/core-network/doc/intelligent-ecosystems-guide.pdf
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エリクソンのプラットフォームに
おけるrAppsへの集中型自動化

集 中 型 自 動 化 アプリケー ションは、
rApps への転換の初期のユースケースとし
て期待されています。エリクソンは、さま
ざまなプラットフォームをエリクソンインテ
リジェントオートメーションプラットフォー
ムに統合し、既存の SON ユースケースを
SON 最適化マネジャーから rApps に変換
する作業を進めています。ただしすべての
rApp が CSON 型になるわけではありませ
ん。

たとえばエリクソンインテリジェントー
トメーションプラットフォーム上で rApps の
形でも利用できるコグニティブ技術のユー
スケースなど、CSON の範囲を超えた他の
ユースケースも予測しています。コグニティ
ブ技術は、5G ネットワークの到来を機会
に変え、データとネットワーク分野の専門

知識を融合し、インテントベースのネット
ワーク運用に、高速性、規模、正確さを
提供します。詳細については、最近発表
されたエリクソン rApps5 を参照してくださ
い。

インテントベースのネットワークでは、
通信事業者はネットワークに必要な動作

（ネットワーク品質の向上など）を定義し、
システムがそれを直感的にリアルタイムの
ネットワーク動作に変換できるようになり
ます。ビジネスインテントの捕捉、変換、
起動などの閉ループの自動化により、ネッ
トワークは継続的に監視および調整を行
い、必要に応じて、最小限の人的介入で
ビジネスインテントのアライメントを確保し
ます。

自動化の過程で機能が進化した好例
が、RET（Remote Electrical Tilt）最適
化です。これは手動RET変更から始ま
り、ルールベース自動RET最適化に移
行し、次に強化学習モデルなどのML
技術を適用した機能が、受動および
能動アンテナシステムの最適化に進
化しました。最終目的は、コグニティブ
なインテントベースのネットワークへ
の進化です6。

図5:エリクソン製品の変革

図6:RET最適化の自動化の過程

5 インテリジェントな自動化に向けたrApp（エリクソン）
6 通信事業におけるインテントベースのネットワーク（エリクソン）

インテリジェント
サービス インテリジェントサービスCSON

ENM

ENM

エリクソンの
専用RAN

エリクソンのクラウド
RAN

オープンRAN
サードパーティ

RAN

サードパーティ
EMS

エリクソンインテリジェントオートメーションプラットフォーム

エリクソンのrApps お客様のrApp サードパーティのrApps

エリクソンRAN

サードパーティ
EMS

サードパーティ
RAN

コグニティブ
ソフトウェア

手動設定および推奨パ
ラメーター

曖昧理論によるルール
ベースの自動化RET

トレーニング済みグロー
バル ML モデル（RL ベー
ス）を使用した RET

環境に適応する自律機能:ライブ
ネットワークでの安全探索によ
るRET MLモデルの連続再訓練

コグニティブなインテントドリブン
のネットワーク:MLモデルにおけ
るインテントベースと説明可能性

https://www.ericsson.com/en/ran/intelligent-ran-automation/intelligent-automation-platform/rapps
https://www.ericsson.com/en/ai/intent-based-networks
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数字で見る集中型SONのメリット

CSON 機能の利点は、その機能が適用
されるネットワークの状態だけでなく、何を
達成したいかに大きく依存します。複数の
ネットワーク最適化分野とネットワークで多
数の改善が見られました。互いに独立して
達成できる改善もあれば、相互排他的な
改善もあります。

個々の機能の例
•  自動セル停止管理 : このユースケースは

RET 最適化に基づくもので、周囲のサ
イトとそれらが提供するセルを利用し
て、停止時にも可能な限り最大のカバ
レッジを提供します。これは、ネットワー
クの一部が停止したり、他のユーザー
に状況の深刻さを知らせることが不可
欠な自然災害などの状況において、貴
重な機能です。より一般的なユースケー
スは、さまざまな理由によるネットワー
クの停止を手動の介入なしで自動的に
補い、計画外のサイト訪問を回避でき
る通常の停止のケースです。

•  周波数レイヤーマネジャー :  複数の異な
る周波数帯域を、ネットワークのエンド
ユーザーが快適に使用できるように、
最適な方法で使う必要があります。この
アルゴリズムは、 中 央で制 御される
LBDAR（load-based distribution at 
release）プロファイルのポリシーと、
RAN 自体で制御されるアイドルモード
のモビリティおよび負荷分散機能の設
定を調整します。このフレームワークは
また、各周波数帯のレイヤーの各地域
での隣接状況および容量拡張が必要な
場所（さらなる最適化で高負荷を軽減
できない場合など）を推測します。

NOCでの手動作業と計画外のサイト訪問の撲滅
• 1カ月で1,200時間を超えるシステム停止を解消
• 「十分なスタッフと準備を備えた事業者にとって大きな助けとなり、準備のできて

いない事業者にとっては革命となる。」

北米の事業者のネットワークにおける実際の成果
• 目標のスループットを得られない不満を抱えたユーザーを10%削減
• セクターのスループットが12%向上

補償セル

元の
カパレッジ境界

補償後の
カパレッジ境界

停止セル

F1 

F2 F2 

IFLB/LBDAR

F1 

RET

RET

図7:自動セル停止管理機能

図8:周波数レイヤーマネージャーの結果
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結論

このガイドでは、マルチベンダーおよび
マルチテクノロジーネットワークをサポート
できる SMO non-RT RIC アーキテクチャー
を使って、CSON ソリューションを rApps に
進化させることの明確な利点について概説
しました。エリクソンは、CSON やコグニティ
ブソフトウェアなどのソリューションを、
SMO プラットフォームであるエリクソンイン
テリジェントトメーションプラットフォーム上
で進化させていきます。

この 進 化 は、non-RT RIC アーキテク
チャーを含む Open RAN SMO コンセプトの
採用を可能にするだけでなく、この最新の
プラットフォームとエコシステムがもたら
す、新しい改善機能を活用するものです。
rApps 開発者は、たとえばクラウドネイティ
ブのプラットフォーム、利用可能な SDK、
オープン性、AI ／ ML 機能などを、既存
のユースケースの改善や新たなユースケー
スの開発に利用することが可能です。

従来の CSON ベンダーはこの点に関し
て、SMO non-RT RIC 市場への参入を希望
する新規参入プレイヤーに対して優位に立
ちます。Omdia7 は、2021 年と 2022 年の
従来型 CSON 市場は、5G とNSSMF のユー
スケースに支えられて横ばいで推移するも
のの、2023 年以降は支出が SMO ベース
の RIC にシフトするため減少すると予想し
ています。予測される成長は RIC ベースと
な り、rApps は 2022 年 以 降 の CSON と
RIC 市場全体の力強い成長につながるで
しょう。

Omdia によると、通信事業者は管理と
最適化のために、より高度なネットワーク
自動化を求めています。これは新しいこと
ではなく、RAN 自動化への注目を集める
5G の導入によって、将来のネットワーク管
理が複雑になることは周知のことです。一
方で AI ／ ML 技術のニーズは新しいもの
で、今後ますます重要になるでしょう。今
後のネットワーク管理は事後対応型から予
測型に移行し、ネットワークの問題を顧客
体験への影響前に解決できるようになりま
す。

CSON から rApps への進化は、今後数
年間に見られるであろうインテリジェント
な最適化革命の出発点です。これには現
在の CSON ソリューションの進化に加え、
エリクソンと Infovista および Viavi の間で
進行中のコラボレーション 8 など、（最新の
プレイヤーとの）新しい rApp 開発を活性
化するエコシステムも含まれます。さらに
新しいデータソースを活用することで、将
来のネットワークの最適化が促進されるは
ずです。

エリクソンは、さまざまなソリューショ
ンやサービスにわたって優れた最適化の
ユースケースを開発してきた豊富な経験を
有しており、この経験を活用して、新しい
エリクソンインテリジェントトメーションプ
ラットフォームを使ったインテリジェントな
RAN 自動化への進化を進めていきます。

7 Omdia自己組織化ネットワークとRANインテリジェント制御分析（2021年）
8 インテリジェントオートメーションプラットフォーム（エリクソン） 

https://omdia.tech.informa.com/OM020503/Self-Organizing-Networks-and-RAN-Intelligent-Control-Analysis-2021
https://www.ericsson.com/en/ran/intelligent-ran-automation/intelligent-automation-platform
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